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GDMとBASICEnglish一昔ぱなし

いつも目先のとと を考卑るのに精一ばいで

過去を振りかえるととをbまりしない私です

が、ζの記念号のためK、ハーバード留学時

代のノートなどを取り出してみると、忘れて

いた とと をいろいろ思い出しました。今回は、

遠い昔の ととを書〈ととKします。

1947年K、チャペノレさんを通して、私がは

じめて GDMVC出合った時のテキストは、

Learn工ng the Basic English (LEL) 

でした。1945年Kハーバードでリチヤーズが、

LELをやめて P∞ket Book版の新らしい

テキストを出したので、 リチヤーズが日本K

来た時(1950 ) VCは、私も PBを使っていま

した。との PBが、現在の ETPの初期の本

ですが、その名は The Pocket Book of 

旦盟主c E 昭且油でした。 (写真)

との本の内容は、 | 仇 A 凶叫f吋吋叫叫r'山。U山 1.. “'" 

P内P.刀7η7 と~ 79付で、 John 瞳J~Pockd :ß叫グ
とMaryがお益金を拾っ 112疋CTI1
てから、まずワインで 1....... 寸主主/訂正三-.r"4-.-.... 

乾杯 してから、何を買 川」上司、J~且 P~l

bうかと相談するとと hy1.A. R.ichards 

Kなっている以外は、 十 ，~吟

現在の ETPとほとん

ど同じです。 Jdmと

Maryの乾杯は、相当あ

とまで続いていました

吉沢美穂

が、どとからどんな反対が出たのか、何と な

く付け足しのような、無駄なような現在の 2

ベーオてなうて、期ま私は、がっかりしたもCです。

、ーパード時代のノート K、LELをPB

Kかえた理由が書いてありました。要約する

と次の通bですO

o LELの最初の文は、This is 1.で、

これは不自然。動詞は、 1 give せus

開ncilto you.と現在形から導入されて

いるが、とれも不自然。 Theを教えないと

this 、thatだけセは不自然なので PB

では早〈導入した。

o LELでは疑問形は Book 1では教え

ないのを PBでは早〈 導入 して、先生Kと

って教えやす〈した。

o PBでは、何回も同じ形の文を〈りかえ

すことで、自然K定着するようにした。

o P，Bは絵が多いので自習ができ る。

O 全体として PBは、 生徒Kとっては登る

坂が急Kなったが、先生Kとっては教えや

す〈なった。

話を BEVC戻しましょう O との PBIV本の

名ま えのためか、私もずい分あとまで度々、

fGDM?ああ BASIC Englishですね」

と言われ、 GDMはBEを教えるのが目的では

ないと、むき K在って説明したものですo と



れと同じととがアメリカでもあったためか、

1950年頃、本の名まえが現在の English

Through P工cturesKなbました。

1951年K私が留学した時は、アメリカでも、

外部K対してはGDMとBEは別のものであ

るとの宣伝K努めていた時でした。

けれども、 GDMとBEが深い関係Kある

ととは事実で、私が受けた授業でも、 BEが

相当の割合を占めていました。 Basic E !}g-

l ish and Its Use S や Learn -

工ng Basic Eng-lis hなどが教材で、

練習問題はもちろん、 full English 

の書きかえ、 BEでの作文などをやりました。

今でもできない ようなむずかしい論文の訳、

日本の昔話、人類が月 K行った10年以上も前

陀書いた月旅行の話などの成績物が残ってい

ますO その中K、今見ると恥かしい英語の誤

bが、ギプソンの手でななしてあるととろを

見ると.当時の私の英語力のだめさかげんが

わかbます。

学校を卒業して、箱入b娘、箱入り奥さん

で、英語とは関係のない生活の後、戦後英語

を教え始め、 GDMのとりとKなった私は、

留学生試験も LELや ETPだけの英語で通

タぬけたので、その頃私が使いこなせた英語

は、 BEの範囲を出ないものだったと思いま

すO けれども GDMの実技のほうは、残って

いる teaching planや、他の人のクラ

スを見ての reportKも、。先生のしゃべb

過ぎ 11など、今でも書きそうなととが書いて

あり、相当進歩していたようですO

けれども、 BEKついては、初心者で、前K書

いた教材Kも、はじめてな自にかかり、 BE

Kついての本当の理解もなしととばKつい

て考えたとともなしただ夢中でやっていた

ようですo Root senseやmetaphore

kついて考えるよう Kなったのは、ずっと後

のことです。つま b、私のGDM、 BEとの

関係は、まずリストを見せられて説明を聞く

というや教え込まれた 11形ではなく、実際K

GDMで教えるととが相当うま〈できるよう

Kなり、BEを恒ラ3となせるようKなってから、理

論を知るという、理層的な形だったわけですo

ノートを見ると、リチヤーズの意味論も、 本

人から講義を受けた証拠があbますが、この

貴重な経験があまり記憶K残っていないのは、

私のととばKついての考えが、そとまで達し

ていなかったからでしょう。何とも、もった

いないことをしたものですO

1952年Kハーバードから帰って、日本での

GDM活動を始めたわけですが、その頃はま

だ、 GDM即ち BEではないということを世

間K知らせることが必要だったのですO その

頃、室先生のグノレープが、 BEの活動をして

いらっしゃる ζ とは知りながら、近付〈とと

をしなかったのは、そのためだったと思いますO

それがいつの間Kか、今の状態、になって安

定したわけです。其θ後私は、別代努力して

勉強もせず、誰も教えて〈れたわけでもない

のに、自然とある表現が英語的であるかない

かがわかり、ことばの root senseなど

が感じとれるように 在って来たのは、自分で

も不思議でなりませんO

これは、升川さんや片桐さんの勉強の結果

を横から吸い取ったり、室先生のなかげと感

謝しています。
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BASIC English特集

室

すれば形のととのっていない内言としての日

本語でまず思考し、それが外言化するとき、

BASIC Eng1ishの形をとると考え宮抗

ないでしょうか。とれは少し短絡的な説明の

BASIC Englishと英作文

勝
仕方である ζとはよ〈承知してい左がらも、

Ogdenの BASICEng1ishの語表を わたしはどうしても ζ ういう説明の仕方を棄

はじめて見てまず感じるととは、どうしてと てるととはできない気がしますO そむよう K

んな語がはいっていて、とんな語がないので 感じているというよりほかにいいようのない

あろうかという、単純な疑問です。との単純 内的経験があるわけですo

な問いの中K、実は BASIC Eng1工shの ととでたいせつであると思うのは、明文化

たいせつな性質がかくされているのです。わ され、文法的Kも慣用的Kもしっかりした日

たしの場合もそうでした。 1932年頃、岡倉由 本語を始点として、その中の語や句とpara1-

三郎によってはじめてこの組織が日本に紹介 1e1な語や句を BASIC Eng1 ish (l)中

されたとき、同じよう左疑問を強〈いだきま から探して書くのではないということですo

した。そのうちに _BASIC Eng1ishの基 以上は、何も BASIC Eng1ishで書〈

本図書のひとつABC of Bas工c.Eng-F ばあいだけではないであろうと言われるかも

1工shが日本でも買えるよう Kなり、その訳 しれませんが、何千かの語が使える fu11

本も出て、札織として BASIC Eng1工sh Eng1ish ですと、明文化された日本語を

の大要は、いちなう理解はしましたが、その たよりとして、それの部分部分K対応すると

中の一語一語Kついて考えてみると、それら 自分で考えている語句を英語の中からみつけ

が語表Kはいっている理由や、それまで当然、 出し、それに置きかえたいという心的誘惑は

重要だと思っていた語が見あたらないわけが 非常K強〈、初学者は特Kとの誘惑に打ち勝

わからず、さまざ会な細かいけれども、今か っととはむずかしいものです。乙のととiJ~英

ら考えてみると、かなり、たいせつな疑問カ顎の 作文練習の方法として、和文英訳によるとと

中を去来しました。 50年近くたった今でも、 が批難される大きな理由であろうと考えます。

語表の中のどの語かについて、それをOgden しかし、 BASIC Eng1ishで書〈練習か

が重要であると考えた理由Kついて、わたし らはじめるととで、この望ましくない傾向K

はまだ聞いを発しつづけています。 対抗するのが比較的K楽Kなるととはたしか

人聞の言語能力について心理学者の言うと です。

とが正しいとすれば、日本人であるわたした Ogdenはしばしば、自分が何を言会うと

ちKとっては、生得的言語習得能力は、 12才 しているのか、はっき bわかっていさえすれ

頃までK、日本語という象徴体系の知識または ば、普通のことなら何でも、 BASIC Eng-

技能Cかたちで具体化されたものK取ヮて代 1ish で言うことができると主張していま'

られているわけです。ですからわたしが、た すが、これは BASIC Eng1ishの本質K

とえば BASICEng1ishで何か言b うと ふれているととばですから、いつも頭K i>~い
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てい J必要がありますo

はじめVCBASIC Eng 1 ishの各語の存

在理由を聞いつづけていると言いま したが、

その答えは、ただ語表をながめていても、辞

書をひいて考えて見ても出てきませんO

BASIC Englishを使ってみよう、 BASIC

English で文を書いてみようと努力して

みるとと以外K答えは得られませんo The 

Bas工c Word S という本などをたよりと

して、自分で書いてみて、す左わち体験把握

Kよってのみ、 BASIC Eh gl ishの持つ

力が、単K知識としてではな く、一種の智恵

となって、はたらき出してくれます。これを

誰をして、英語Kよる表現というもっと大きい

分野K出て行〈ととをな勧めします。

BASIC English添削教室

((盟豊島L)) BASIC E時 lishで書か

れた和文英訳を、室先生K添削 していただき

ました。

『人の心は大体同じであると考えられるか

ら、その所産でるる言語もそれがどとで発生

しようとも、必ずい〈つかの共通した特色を

もっているにちがいない。J
〔方針〕書かれた BASIC文は、できるだけ、

それを生かして、直すととろは最少限Kした。

いろいろな点で問題になる部分にはunder-

lineをした。ある文を批評するときには、

他の文を書いた人も、それを見て自分の文を

改良する ζ とができるように考慮、した。

~ Men 's minds don't seem to 

be warking主主主主主 different-

ly from one another. 

T herefor e the languages，the 

outcomes of the minds，must 

have some common qualit工es

among them，" whenever and 

wherever they m工ght have 

C ome out. 

grea tはmuchVLo thereforeは、

BASIC VLはないo mus tも BASICVLは左

いo come outは少し不適当、 ther'e....，

foreをso th a t V亡、 mustの代9VL

haveのあと VLundoubtedlyをλれる。

come outの代9VL come into be-

lngとでもしてみてはどうでしょう。

⑥ I t is possible to have 

t he ide a that we almost 

k eep the same experience 

ln m工nd. So 工t seems to me 

that the languages c om工ng

O u t 0 f it have some common 

special marks in the m wher-

ever they c ome from. 

It 工s possible to have the 

工deaはまちがいではないですが、少し大げ

さすぎるのではないでしょうか。 1t may 

be位ではどうでしょう O 次のwein m工nd

の部分は原文の言いたいことから少しはずれ

ているようです。 our minds have 

been almost the same ever 

from the earl工est t工mesなど

としてみてはどうでしょう o l t seems to 

meはit 工s certainVL、comingout 

of 工tはproducedby them VC、specユal

は削除。 marksを使ったのは面白いo ln 

themは削除o come fromは cameupの

方がいいでしょう o との⑤Kは BASIC

Engl工sh以外の語は使:bttかませんでした。

@" Every man seems to have 

almost the same mind and 

feel工ng. So it is certa工n

that the languages which 

h ave come from u s will 

have some common paints 



wherever they had come 

工nto existence. 

And feelingはない方がいい。

which have come from usは、

of whidh men are the maker 

在どとすれば、あまり上手とは言え在いけ ど、

は9 きりするのでは左いでしょうか。次の

willは削除O

@ It may be true that our 

w ay 0 f m工nd is almost the 

same，there fore the lan-

guages which we havs made must 

have some common qualities 

wherever 工twa s produced. 

way ofはない方がいいでしょう O

there foreは BASICVCなL-owe ha ve 

をmenVCする。 mustは BASICでないの

で、 necessarily としてはどうでしょ

うO 工twasは theywereVCする。

@ It seems that almost all 
persons have the s ame m工nds

a nd feelings，so languages， 
p roduced by them anywhere， 
must have some common 

pa.工nts.

same mind and feelingsはた

だ same sort of mindとしてみては

どうでしょう o languagesの前VCthe 

をつけ、 produced by them any-

whereはwherever they m工ght 

have been producedとして、 BASICi

でないmustの代り VCha veの次VCno 

doub tを入れ、 最後VCamong themを

加えると少し読み良〈なりますO

⑦ We may say that a great 

part of(:tte ideas which 

vdave 工 n ) m ~~ß 工 s common 

among e veYy'on e 0 f us an'd 

tha t手t is 工deas wh工ch

have ~ade us producめour

-5-
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languagessso any language 

U sed in any part of the 

earth has，without doubt，a 

number of ideas in common 

W工th the other languages ・

The ideas which have 工n を

とヲて、 m工ndの前VCourを加え agrea t 

part of. our m工ndとしてしまう o

everyoneをallとするo andをsoVL 

変える。 BASIC ではproduceは動詞

として用いられませんO 故VCour lan-

Suages which are mind'，s pro-

duceとでもしてはどうでしよう句それKつづ

けて have clearly some common 

qualitiesとし、そのあと without

o u r n e e d i n g t 0 t a k e i n t 0 ac-

count the places where they 

first came into ex工stence.

とでもしてはどんなものでしょう。

@ It seems to me that any 
man onthis earth has al-

mos t the same s truc ture 0 f 

mind. So it is quite cer-

taエn that languages， the 
produce of the mind， have 
some qual工ties in common 

with one another，wherever 
on earth they came into 

beエng.

これには失点がありませんo m工ndの前K

structure ofをそえたのは、非常Kよ

い解釈ではないでしょうか。

解釈という語が出たついでK言いそえたい

ととがあ bます。日本文をもとにして、 英作

文の練習をする ζ とを、無価値であるとか、

害があるとか言う人がいます O しかし、は

じめK書いたよう に、まず与えられた日本語

をさまざまな contextをimagination

kよって想定して、解釈し、 言いかえを続け

ながらそれをもとKして、 BASICEngl工sh



を考えて行〈 ととは、けっして無益、有害な

どではありませんO ただ、教師の能力の問題

とな bます。特(1[full Engl工shで書〈

ζとの練習K、もつばら和文英訳Kたよるとと

は教師の指導によ っては、有害ですO しかし

BASICを用いて、伝えたい ideaやth工ngs

だけK注意、を集中させる訓練をすると とは、

言語教育の基本となるたいせつな作業だと思

いますO との目的Kは、 BASIC Eng 1工sh

以上K強力左用具はないと考えていますO こ

のことは、何度も言うよ うK体験把握するほ

かK道はないでしょう O

さて、しめ<<9(1[もうひと ζとつけ加え

ますが、以上の例K用いた BASIC文は、一

つを除いて全部 9月21B(I[辞書なしに、 即席

で書いてもらったものです。誌上添削などや

った ことがないので、 どたどた して読みに〈

かったととを許 して下さい。

BASIC Englishと学校教育

山田初裕

BASIC Englishを学校で教えるのK

いくつかの利点が考えられる O 教師。犯しが

ちな最大θ誤りは や考えすぎ 11だ。自分の知

識を全部出してしまいたいという強い誘惑に

たえずかられる O 切教えすぎ 11の実害は意外

K大きい。教えすぎた分だけムダになるので

はない。それまで頭の中で整理されていた

知識まで混乱させて しまう o Basic Eng-

lishを教える場合、教師はl語、 l語を大事

にして、 root senseから metaphor-

工cal useまで教えるから、l語を教える

の(1[1時聞かかる という場合も珍しくない。

教えすぎをなさえることが容易である O とれ

が利点の第 l。

教師ならいつも経験 しているととだが、自

分の教案通り授業が進むことはまずない。ク

ラスにより(なとなしいクラス、 うるさいク

ラス)、 日Kより (暑い目、寒い日)、時間

Kよ9(午前、午後)条件がちがえば生徒の

反応はちがって〈るO それにハプエング。例

えば急、Kサイレンや音楽が聞えてきたり、雷

がなったり、窓から小鳥や虫が舞い込んだり、

犬が教室K入ってきたこともあった。その時、

生徒の騒ぐをまKして、静かに在るのを待っか、

静かKするよう Kどなるか、そり偶然をうま

〈使って(その状況を英語の表現K利用)、

いつのまにか自分の軌道Kのせてしまうか、

教師の腕次第だ。

教育はもともと偶発的在ものであった。孔

子は弟子達と諸国を廻りながら、折!J(I[ふれ

て自分の考えを話ーした。同じ質問K対 しても、

時により、人によりちがった(時には正反対

の)答えをしている O キリス ト、 必釈 さま

もみん在そうだ。折Kふれ、 必要K応じ教え

る。これが教育の本来の姿だ「た。とすれば

いろいろの偶然、をどう教育現場に生かすかは

教師の大きな課題の一つだ。その点 BASIC

Engl工sh を教える時、例えば作文では、

lつり日本文K対し、 3つも 4つも、いや、で

きるだけたくさんの英文をつ〈るよう Kして

いるから、いろいろの角度から物事をみたり、

考えたりする習慣がついていて、偶然の利用

が上手になる。とれが利点の第 20 叉 自 分

の知っている英語をフノレK使って表現するこ

とは守創造の喜び 11(1[つながる。それはも遊

びη といってもよい。今の教育K一番欠けて

いるものである。昨遊び H といっても、今の

子供たちの受動的な遊び(例えばテレビなど)

ではな〈、 creation(l[つながるもので、

これが、 BASIC En gl工shの勉強で味わ

えるということ O 利点の 3である O

私は BASIC E n g 1 i s hを憲法Kたとえ

たい。一番初めに学習し、 一番重要な法律は

憲法だ。まさ(l[const工tutlonなのだ。

憲法から始まって、民法、刑法、商法etc 

それぞれ専門領域に進んでいく O しかし、 一

度専門領域に入「たら憲法と切れてしまうの



ではない。たえず憲法K戻って専門の法を考

え在いと、その法の理解・解釈K行きづまり

がきてしまう。憲法は法の基礎であり、初め

K学習するものだが、初歩の学問ではない。

(憲法専門の学者もいる)BASIC も同じよ

うにbeginnerのための Englishであ

るだけで左〈、英語を深〈理解するためすべ

ての Learner¥'Cとって戻るべき原点なの

だ。憲法と同じ〈、基礎と高度なものが結び

ついているから、 BASIC は uやさしい Hと

も帆むずかしい H ともいえるのだobeg工n-

ner¥'Cとって 4やさしい 11のは、これ文利点

の lつo

そして‘むずかしい H点は、 BASICの問題

というより英語自体のもっている問題ではな

いだろうかと思う O

BASIC Englishの危機意識

片桐ユズル

わたしKとって Bas工c Engl工shは左

んであったかというと、まず第ーにそれでな

んでもいえるということよ bは、切りすてど

めんの気持よさであった。

同じ日本人どうしで、しかも日本語をつか

いながら、意志功2疎通しないととをなげいて

中沢俊ーさんは、「世界語というものを論文

用、商談用、観光ガイド用、買物用といった

程度Kしか考えてbりません」といっている。

でも、それがはたせたら、世界語としてり

っぽな ととだと私は思う O そとから先は、母

国語だってむつかしい領域、安易KととばK

たよれ左い領域だと bもう O そ乙は棚上Kし

てなきながら、日常的実際レベノレでは仲よ〈

やっていけるはずだ、というのが論理実証主

義的態度だと私は思った。

そんなことで「コミユニクーシヨン」が成

b立ったとは思わないとか、そん左ものは

「相互理解」の名Kあたいしないとか言う人

がいたら、その人にとっては100%ったわると

とだけが「コミユニクーシヨン」や「相互理

解 J で、 70必とか50~ぢったわることは非・コ

ミユニクーシコンであり、非・相互理解とい

うことKなる。とういうのが二値的反応だ。

中沢さんを100%¥'C理解する人がいるとは思

えないから、中沢さんは「マツタク理解され

ない Jだからとてもさびしいはずだ。また、

r ( 100%) 理解して〈れた」と訟も勺ても、

100 ~ちというととはありえないから、それは、

中沢さん自身の訟もいとみKすぎず、なそか

れはやかれ、「裏切られた」とか「幻載した」

というととに在るだろう o

BASIC Engl工shはいろいろなものを

切bすてるととで成立した。たとえば動詞K

ついてはいうまでもない。多〈の批評家は英

語の本質は動詞にあるのに、 BASICではそ

の力強さが失われたという。しかし、その力

強さというものが国際的相互理解のためK本

質的K必要だとは訟もえない。そして、その

「力強さ」というととは別のととばでいえば

「喚情的 Jだというととだ。

すでKペンタムが言語の記述的用法と喚情

的用法を区別して、 唱 ‘[languageJ is 
used to c onvey information 

purel y or 工nformation for 

the purpose of exc工tat工on.

He advocated the neutrali-

zation of emotive expression 

by the use of two more 

neutral words 工n place of 

one，e.g. p ecuniary interes尤

in place of avarice， sexual 
d esir e in place of lust. " 

( J. C. C atford ¥¥The Background 

and Orig工ns 0 f Bas工cEnglish!1 

『肉欲』と一語でい勺たときの、オゾマシイひ

びきが『性的欲求 Jでは消えてしまう O 動詞

で一語でいっていたものが、動作と名前と方

向を示す数語K分けていわれるととで、たし



かK喚情性はな〈在るだろう O

第一次大戦の経験から世界平和の理想へと

努めたひとたちが、すぐに第二次大戦への危

機を感じるよう Kなったが、いろいろ気にな

る徴候のひとつは、大多数のひとびとが「 と

とばの魔術 JKひっかけられている ことであ

った。 Ogdenの BASIC Engl ishも、

KorzybskiのGeneral Semant工cs

も、ととばの魔術K対する防衛というととを

重要な役割としてもっていたとなもう O ロー

ズペノレ ト大統領の雄弁もネ コのゴロ ニヤ ンK

すぎないといったStuartCh as eほどわ

れわれは単純ではないが、そういわぜた危機

意識の原点をあきらかKしてをきたい。

( Au g. 25， 1980) 

BASIC EnglishとMetaphors

升川 潔

例えば、 come to an end， we're 
a t a c r 0 s s r 0 'a d .離婚するかどう

かの決断がいる)we've come so far. 

(老夫婦の感概?) 

その他T工me 工s moneyは「時間をな金

Kたとえている 」表現で、 wasting your 

tlme， runn工ng out of your 

timeもb金を使う経験があって始めていえ

る。叉、Thetime will come when'・9

face the time to come， Those 
happy days went by qu工ckly.

など時が移って行く こと を表わす時、職である。

言いかえれば、我々は隠輸の中で言葉を使っ

ているといってもいいし、頭の中で整理され

た経験や概念、K言葉をのせて使っているとい

ってもいい。とれは 今までの言葉→意味の

解釈 という方向を逆Kして、経験→言葉の

解釈 という方向になっている。

その 2.隠轍はイメージであるO

との夏、連続して 2週間GeorgeLakoff 

Every boy pu t up his hand.…(1) 

Each boy put up his hand.…(2) 

の 2つの文を読んで、頭の中Kimageを作

ると、(1)では生徒全体が手をあげている絵が

浮かんでくるし、(2)では、余り多くない生徒

がいて、その 1人 1人の手が上がっているの

を確めている自分が浮んでくる。 とのよう K、

言葉をきいたり、読んだりした時K頭の中K

教授の metaphorsK関する講義をきいた。

(詳細は、今秋出版予定のG.Lako ff & 

M. Johnson: Metaphors We 

L ive By 1980， Th e Un工ver-

sity of Chicago Pressを参照 )

G.Lakoffといえば、理論言語学の世界

では、生成意味論の旗頭の一人として著名だ

が、今回の講義はζれまでの彼の理論から180

度変って「人聞の経験や概念が、言葉の表現

Kどう反映しているか 」というとと を、隠職

( metaphors)を専ら例として述べたも

のである O 大まかにいって2つの点で面白ろ

かった。

その l 我々の経験や概念は、植物の導管

のよう K、いくつも管になっていて、その中

を言葉が運ばれて、ある表現Kなる と考え

ている O例えば、人生を旅Kたとえるが、それ

は恋愛Kついてもいえるし、夫婦についてもそ

の他の現象Kついてもいえるという O

(文字でな<) imageが浮ぶことが、言葉

の習得には必要で、文字から文字への機械的

な練習では言葉を習っている ことにはなら在

いo G D Mでは、 8E N -8 1 T <D 8 1 Tの方の

なかげで、生徒の頭θ中K工mageを作らせ

ることで 8ENの方を教えているo経験させる

ことで、言葉を教えている。隠、職K例をとれば、

give a push， give a turnは、

gi ve a book to "'-' という 実経験の延

長で 本の代りに pushや turnをfg工veJ

しているのだ。叉、 ha v e a r e s t ， take 

h工m to the stat工on，put him 

to deathも、それぞれ「 手にしている」

-8-



「上の方へとる Jrどとかへ公<J という、

人間Kとって赤ん攻問時からし紙狩ている最も

単純で基本的な動作の経験があるから、容易

K比職表現K延長できるといえるo The 

play 工s over.も over the 

mounta工nがあって始めて成り立つo rこの

茶番劇も峠をこえた 」というではないか。

BASIC Engl工shの「不便さ」は、と

のような我々の経験の導管Kよって支えられ

ている。逆K言えば、言葉を image化でき

るように、よく sens工tivityをみがい

て英語という言葉K接する必要がある。

ー

G D M と私

東山 永

私は、今、 GDMなしの自分は考えられな

い。 1952年秋以来、まととK多くのよいもの

をGDMから得たことを有難いと思司ている。

今では多〈の英語教師がGDM(ILついて、あ

る程度知っているが米国留学から帰国直後の

吉沢先生のセミナーを受講した人にとっては、

GDMが新しい教授法などというま?だやか在

ものではなしただ驚きであb、殆んどの人が

そっぽをむくか、ひたすら抵抗したのではな

いだろうか。はじめはひどく抵抗を感じたの

陀私は気がついたらGDMのとりとKなって

いた。

GDMで教えるのが面白く、楽しいのであ

る。それは主(lLGDMの本質と BASIC

English(ILあると思う o 難かしいのであ

る。適切な S工tuat工onを考え、作るのが

大変であるし、その sentenceもそれぞれ

の語の root senseを捉えていなければ

ならない。そして、容易(lLget できないも

のを getしたよ ろとびは、次K語、文の形、

意味の展開、metaphorへと続〈のである。

それは英語だけで左〈、日本語、ことば全体

K対する意識が高まり、感覚が養われること

Kなるo

GDMでの大事なととのひとつK生徒の発

言を重んじるというととがある。とれは教師

自身の頭を柔かくするととでもある O ひとつ

のものをいろいろの角度から見るよう Kなれ

ば、今迄見えなかったものが見えてきて世界

が拡がってい<0 

GDMがとんなK面白いからやめられない

例をひとつ経験の中からあげてみよう o

EPII P. 83 The earth 工s a 

great body. Its weight is 

e工ghty-one times the weigh t 

of the moon. 2x3=6 

私にとって、との難かしい数学の内容を自

分のものKするりに数年かかった。その後、

中学生のクラスで、バスクツト 3個それぞれり

んどが 5個人っている situationを示し

た。生徒は ζれを sentenceで数行書き、

Three times f工ve is f工fteen.

3x5=15て'結んて'いた。

“lとYou"とわたしの中に

片桐ヨウコ

GDMを知って、無我夢中で教え始めた頃

どん在メチャクチャ左授業をしたか、今思う

と冷汗が出るO よ〈生徒の夢を見た。いつも

生徒の口のかたちがまず出てくるのだ守た。

くちびるのかたち、歯ならび、そして声から

生徒をなほえた。 そして目010才の少女も、40

才のなじさまも、そのきらめきは同じよう K

美しくわたしの心をとらえる。それ らのま左

ざしに支えられて授業をするととのしあわせを

-9-



知り、ひと bひとりと見つめ合うことの大切

さを身忙しみて感じ る。 これらの全部がはじ

めの出発点、 IとYou(!Lもどって〈る。そ

れを教わ「た時の吉沢先生の姿かたち、 声と

いっしょに、わたしの中Kいつもある。

GDMにおける 1回性ということ

山田和歌子

吉沢先生がクラスの準備をされる時K、決

して以前K使った材料を使わず、またあらた

めて新し〈絵等を書き直されるという ζとを

誰かから聞いた ことがある。その時は 「ゃっ

ばりすどいなあ」と思ったが、なまけものの

私は 1ついい方法を見つけると、それKしが

みついていたり、何度かした所はあ Lあれは

いつもの ようにやればという安易左心で続け

ていた。 今夏のセミナーではどうしても自

分。当たった itemを介して相手と気持よ〈

commun工catlonできず、自分の不勉強

のせいと痛感するものの、もう lつどうした

らよいのかわからず、重い心のまま最終日の

discussionの場Kいた。ぼーっとした頭

の中K、r1回性」とか「 もとから考えゐ」

とか「何日何時の レッス ンは〈り返せない。 」

という誰かの発言が急Kとびとんできては

っと気がついた。いつも初めにもど「ている

のはEPの英語の内味だけではないのだ。そ

れを伝えようとする私の姿勢Kもそれが必要

なのだ。どう して今まで とんな大切な ことK

気づかなかったのだろう O 何日何時の帆what/I 

のレッスンは、教室、相手の状況、私θ心そ

の他すべての状態がその 1時間限りのもので、
e

決して〈り返されるはずがないふ吉沢先生が

lつの工temを教える時は必ず初めからその

所まで EPを叉読みななしてみると 言われた

のはそういう こと なのだ。そのたびK新しい

絵やプランを作るととで、その年のその日K

なける自分なりの、 what/1の表現ができ、

叉新しい発見があるだろう O

How do you make your 
1ewrners get used to the 
iforms of quest工ons ? 
一一 This 工s my question 

Sayoko Meyer 
( 2 0才'"7 0才位までの女性が

私の 1earnersです)

。Whendid you get your b1ouse?υ 

とクラスの終了後一人の 1earnerが私

(!LquestionですO その日私は新しい

ブラ ウスを着ていたのですO 私が答えたあと

She said;I wi11 go there." 

彼女は私のブラ ワスが気Kいったらし 〈自

分もその庖へ行司 てみようと思った様で した。

E.T.P.ではP.30で初めて question

がでて、P.41でdoes did P.47でdo

がでてきます。 which(P.48 )who(P. 58) 

when (P. 65 )How， why( BookII)の疑

問詞を除けばほとんどのque s ti 0 n forms 

が言えるよう Kなります。あとは上記の疑問

詞のword senseを導入すればよいわけ

ですO ととろがそう簡単Kゆかないのが私の

クラスの現状ですo私のクラスでは、 P.30

のWhat 工s t h i.s ? 1 s t h工s a~? 

etc.のQ.を何時間かやゥたあと、 小さな

ものを手Kもってか〈してWhat is in 

my hand? 1人の 1earnerを前K出し

て、1w工11 gi ve --wha t? Wha t 

wi11 1 give to you? Wi11 1 

give ---to you? g工ving して

What am 1 giv工ng to you? 

A m 1 g i v i n g '" to you?等とやbま

すO 他の既習の動詞も入れ、 その後絵を使っ

てpractlceもやります。do，does，
didがでて〈る時も同じような要領でd工d

までもってゆきますoそとで，、 1earners

は一応疑問文のノレーノレを会得するのですが、

その後他の疑問詞が出てきたり新しい動詞が

でてきた時、会得したはずのノレールをなかな

n
H
U
 



かapplyさせるととができませんoそれは

questionを特別扱いして機械的なbきか

え練習K陥っていた為ではないか、 G.D.M.で

最も大切な言いたいという motlveを起とさ

せる situationを提供するのを怠たって

いたのではと思いはじめました。それも常々

提供しないとだめだと思いますO 慣れは必要

だと思うのです。でも毎回新しいブラウスを

着てゆくわけにはいきませんo How do 

yoy make your learners get 

used to the forms of 'ques-

tions ? 

GDMは子どもと教師の橋渡し役

鈴木広志

今のほ〈の心の中Kは、自分の中学時代の

ことがほとんど残っていない。小学校やそれ

以前のととは確かK残っているのK。心を閉

ざし続けた日々oそれがぼくの中学時代だっ

た。置きざり Kされている自分の中学時代を

とりもどしたい。これが自分が教師Kなった

出発点だったのではないかと、 ζのどろふと

思う O ときどき生徒と二時間以上しゃべの続

けるととがあるO 自分の中の空白の部分が埋

まるよう在気がするO

ぼくにとって GDMは、子どもたちの世界

Kはいりこむ「武器」だ。英語の教師ではあ

るけれど、ぼ<VLとって英語はひとつの橋渡

しの手段だ。それを教えて〈れたりがGDM

だった。

ひとつのととを言うのでも、すんな b言っ

てしまう子もいれば、苦労して苦労してやっ

と言える子もいるo 苦労が大きい子の方がそ

の子の中Kこちらははいりやす凶と思う O

労している子は、 ζちらKその子の全エネル

ギーをぶつけているのだ。そのとき、 ζ ちら

もその子K向けてエネルギーをぶつけてあげ

たい。な互いのエネルギーがかみ合つ，たとき、

その子の心K近づけた気がする。だから、余

りエネルギーを使つてないよう Kみえる「で

きのいい子」が、ぽ〈は苦手だ。

生徒が発するエネノレギーでこちらが身動き

できないような授業がしたい。そうなるよう

医、生徒をとことん追いとむような授業をし

たい。とれが「中学時代が空白」な英語教師

の本音なりだと思う o

With Love from Singapore 

根古谷常雄

英語教師Kなって19年が過ぎ、いよいよ大

台Kのる年O 何とか、英語国で生活をし、自

分自身を英語K慣れさせな〈てはと考えまし

た。旅行ではなく、生活するととKよって自

分のととばとしての英語を体得したいのて'すO

勿論、海外生活をしている子ども達の役に立

ちたいとともあbますO とうした一石O烏か

のねらいで、外務省から海外長期研修出張の

辞令をもらいシンガポール日本人学校で三年

間勉強しますo

英語は公用語のーっとして広〈使われてい

て、ど ζへ行っても英語で大体通じ 1ますが、

たま K英語では全然通じない人K出合うとと

があり、乙とほの面白さや便利さをつ〈 づく

感じさせられます。多民族が住んでいますの

で、多言語が話されています。そ乙Kは、何

とかして他人を理解しようという気持が相互

K働きますO そのせいか、一般に親切な人が

多いのですO

いろいろな場面で、大変近代化されている

面もあり、またある面では大分遅れていると

思われるととがあり、とても面白い国だと思

いますO 無意識のうちK日本と比較してしま

うととが多いのですが、日本よりずっと進ん

でいる点もかなりあります。

シンガボール日本人学校は、スクーノレパス

40台で、毎日の児童・生徒の登下校をさせて

省
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いる大きな学校ですo在校生徒数がどんどん

増えていてもう限界ですo明るく、素直な生

徒が多いです。た 〈さん勉強して帰ります。

GDMセミナーと私

岩坂正雄

「だんな、意味論てえのは何ですかね。…

.. Jではじまる一冊の本 「意味論入門 」が、

私と GDMとDかかわりのきっかけであった。

この本の著者である片桐さんK出あい、 YM

CAで初めて、 GDMで子ども K英語を教え

てみようという 試みがなされたのが 1966年

(大阪、土佐堀 )であったと思う o

教師の研究活動を広めてゆ〈とと Kかか

わったのが、1967年から六甲、そして1968年

からの御殿場へと発展してきた宿泊セミナー

である O セ ミナーの裏方をつとめてきたが、

会場の準備、 募集、プログラム運営在ど事

務局どとを10年以上もつみ重ねている中には、

面倒なことも多かった。 デモ ンス トレーショ

ンのための生徒の確保、子連れ受講者のため

の託児、禁酒原則の会場でいかKスピリツト

の効用 と昂揚を工夫するか…ーなど。でも と

のような面倒がちヴともわずらわしさKなら

なかった理由は、GDMのも つ思想、性への魅

力と、この運動を支えている人びととの交わ

りであったと思う o 吉沢さんという存在を中

心K、どζへよばれて行づても下にも置か左

いもてなしを受けるような人が、スタッフの

一員として、なりふり構わずどんな雑用でも

ひっかぶって走bまわるのは、ひとつの教育

運動を担うているポランタリズムの姿Kほか

ならない。思想、の支えなしKとんな生き方は

できない。

裏方の雑用しかできなかった私だが、いさ

さかでもこのセミナ-VC貢献できたこと とい

えば、 fGDMは発音指導をなろそかKして

いる」という誤まった批判K対して、「教師

の発音を良〈する」ととで応えるため(0 、中

郷さんグノレープの発音クリニツクをど紹介で

きたととぐらいだろうか。

"…|活 :動報告 097…--1… 
く東日本支部 〉

9月29日(土) 東京教育会館総会

10月27日(土) 東京YWCA

I.Teaching:of久保田順子/

when(conj .)佐藤由美子 II. 

fTEFLについて」升川潔

11月24日(土) 東京YWCA 1. 

Teach工ng:wha t (ユnterrog.)

服部悠子 11. Book Review: 

「子供たちの復讐 J(本田勝一編)安西

聖雄

1月 26日(土) 区立赤坂中学校

I.Teaching:f比較級 J箕田兵衛 E

fSeemVCついて」升川潔

く西日本支部 〉

10月28日(日) 日本イタ リア京都会館

I.Demonstrat工on:one，the

other松井尚子/why，because 
中沢俊一 11. Lecture: ‘A 

bridge betweeh Basic Engl工sh

and full English~one of 

七he teaching ways of EPllI 

for the intermediate stu-

den ts '1小高一夫

11月18日(日) 大阪YMCA土佐堀校

1. Demonstrat工on:was 江口

い</here， there石 川 孝 II• 

Lecture:f私の受けた英語教育一一

-1 2ー



2月23日(土〉 杉並産業館 1 . 

Teaching:tak工ng黒沢八重子

II. r BASIC Englishから

W工der Engl工shへ」室勝

3月17日(土) 横浜アカデミー し

Teaching:have to金原勝美

II . R e p 0 r t : r BASI C W 0 r d sの

表から -erVCついて考える」黒沢文子

3月28日(金 )~ 3月 31日(月)

YMCA六甲研修セ〆ター

GDM Spring Sem工nar，1980 
(東日本西日本合同)

4月19日(土) 東京YWCA

I ~ Teaching:here ， there 

大塚敦子 II. rEP P.50 1でKついて

の問題点を話し合う」

5月17日(土) 東京YWCA

1. Teaching: see黒田文子 II.

Question Box-BASIC 

E-ngl工shVCついて牧雅夫

6月 7日(土) 日大二言公開講演会

1.英語ワークショップ室 勝 II.

GDMそのポイント 吉沢美穂 ill. G 

DMVCよる体験授業

7月12日(土) 杉並産業館

1. Teach工ng:was西田好江 II. 

「教育について考える」安西聖雄

8月18日(月)~ 8月22日(金)

御殿場YMCA東山荘

G D M Summer Seminar， 1980 
(東日本西日本合同)

一|編集後記トー

ダイレクトメソッドをめぐって 」石川重

俊

12月16日(日 ) 神戸エンカウンタースク

-Jレ

1. Demonstrat工on:over，
under植田喜代美/be fore ，after 
(conj.)原田弘 II. Book Re-

view: r日本人の脳 J(角田忠信著 )

石井昌子

1月 20日(日) 日本イタリア京都会館

1 . Demons tra tion: or片桐ユズ

ノレ II. Silent WayのDemon-

strat工on:the パーパラ藤原

2月24日(日) 大阪YMCA土佐堀校

1. Demons tra tion: here， 
there原田弘/before， the 
other Ns中沢俊一 II. Lecture 

:ホValues Clarif工cat工on'l

Michael Cox 

4月27日(日) 大阪YMCA土佐堀校

1. Demonstration :where 

(rel.)斉藤直美 rr. Lecture: 

QWhat is good teaching?" 

片桐ヨウコ

6月21日(土) 日本イタリア京都会館

1. Demonstration:of 川上い

と子 II. Lecture: r ofVCついて」

片桐ユズノレ

BAS IC E ngli sh 生誕 50年。幾多の風雪Kもめげず、しなやかに生きている中年。

初めてきく吉沢さんからの昔ぱなし。 GDMとBASICとのデリケートな係わりがわ

かって面白い。

又、平素は書き取ることの不可能な「ああも言える、乙うも言える」という室方式が、

乙れまた初めて文字になった添削教室。

さらに、さりげ往く書かれたその他凡ての論文の中K、かならず啓発されるものがある

のは何故だろう。生き生きとした仲間違の中にあって、今凶も無事に第82号沿編集を終る

乙との出来Tこしあわせを噛みしめている。(小高)

~ 1 3ー



一一一一一一一一一一一一。お知らせ一…一一一一一一一一一
BASIC English 50周年記念講演会

秋も深まり、皆様tとはいよいよ御清栄の乙とと御慶び申しあげます。

さて、本年は、 850語からなる BASIC Er.glishが、 C.KcOgdnKよって 1930年K発表

されてから 50周年にあたります。

つきましては、その歴史的変遷をふりかえり、その思想的背景・文化的意義を辿り、更に日本

という風土に何をもたらしたかを改めて考えるために、下記のように、 r BAS 1 C E n g 1i s h 

50周年記念講演」を催したく存じます。公私ともに御多用とは存じますが、ぜひ御出席下さ

いますよう御案内申しあげます。

1980年 10月 意味論研究会

記念講演 1 rBASIC Englishの思想」
鶴見俊輔 (評論家)

11 我々 にとっての BASIC English一日本に何をもたらしたかっ

室 勝 (元早大教授)

1980年11月22日出午後2時-5時

杉並区立公会堂 3階大集会室

事務局 〒162東京都新宿区新小川町2-10

江戸川アパート28含 03-260-6927 

室 勝まで

入会申込先
主ξご

貴GDM英語教授法研究会東日本支部事務局

干154東京都世田谷区豪徳寺2-27-19吉沢方TElu8(429) 5 929 

貴GDM英語教授法研究会西日本支部事務局
干657神戸市灘区篠原伯母野山町 1-2-1松蔭女子学院大学 小高研究室

TELぴ78(:鎚2)61 2 2 

1. 年会費(毎年9月~翌年8月まで)3，000円英語教育に熱意のある方ならどなたでも。

2.月例会.公開講演会，夏期・ 春期セ ミナ一等 諸活動の案内，出版物の案内，

英語教授法通信等お送りします。

書庖
GDMの出版物と BASIC Englishの図書を多数取揃えております。

スクールブックサービス練)
干160東京都新宿区高田馬場 1-26 -5 

FcI. ヒール 4階 1ELC 03) 200--4531 
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